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上賀茂試験地に育てられている外国産マッの生育

上賀茂試験地マッ属研究グループ

　　　　　　　　　（代表　古野東洲）

ま　え　が　き

　京都市街地の北部郊外に位置する京都大学農学部附属演習林上賀茂試験地には，世界に分布す

る約100種のマツの多くが導入され，各種の試験研究に利用されている。戦後，現在地に移転以来，

集められたマッは83種に達し，一部の種の幼齢期における生育については，すでに報告されてい
　し　ロヨリ

る。　しかし，これまでに一度もその生育について報告されずに生育をつづけている種もあり，

野外に植えられた種では，すでに球果を着け，充実した種子を実らせている種も多い。しかし，

東南アジア原産種やメキシコ南部地域原産種で，上賀茂試験地の冬の温度に耐えられない種はガ

ラス室で育てられ，生育が規制されているものもある。一般に導入された外来種は在来種に比べ

て激しく病虫害を受ける場合があり，上賀茂試験地に植えられたマツ属も例外ではなかった。

例えば，Pinus　Ptnaster　AIT．やP．　rad・ia・ta　D．　DONのようにマツノシンマダラメイガ（1）iOl），ctria

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キエsptendidetla　H．・S．）によって大被害を受けた種もみられる。反面，あまり虫害も受けなくて，優

良な生育を示しているものもある。

　本報告は上賀茂試験地において，導入されたいろいろなマツがどのように生育してきたか，こ

れまでの断片的な記録をひもとき，マツ属見本林の各種マツの現状とともに生育経過についてと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らハりまとめたもので，スラッシュマツ（Rel“ottii　ENGEM．），テーダマツ（P．　tαeda　L．），ストロー

　　　　　　　　　のブマッ（P．　strobus　L．）各実験林を対象とした成長と現存量に関する報告と一連のものである。

　調査には上賀茂試験地の全職員（古野東洲，中井　勇，中根勇雄，加藤景生，古村弘美，藤本

博次，田中弘之）があたり，資料の整理およびとりまとめは古野，中井が担当した。本報告をと

りまとめるにあたり，上賀茂試験地に勤務され，マツ属の見本林の育成に努められた数多い先輩

の教職員各位に厚くお礼申し上げる。

上賀茂試験地の概況および調査方法

　上賀茂試験地は北緯35°04，’東経135°45，’京都市北区上賀茂本山2に在る。土壌は砂岩，粘

板岩を母材とし，赤褐色を呈し，理化学性が著しく劣る痩せ地である。自然植生はヒノキ，アカ

マツにソヨゴ，リョウブ，コナラなどの広葉樹類が混交した二次林で，その成長は良くない。こ

の二次林を伐り開いて各種の導入樹種が見本林，見本樹として植えられている。調査は，1990年

8月以後，まず，球果の着生の有無や球果の大きさ，種子量，発芽の良否などについて行い，
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さらに，実験林を除く，見本林，見本樹の胸高直径，樹高を測定した。また、1990年9月19日に

は台風19号により，見本林に風倒の被害が生じたので，倒木を供試して樹幹解析を行った。

結果および考察

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るロぴわ　本調査は，見本樹や見本林を対象とした。これまでの成長と現存量を調査した実験林　に比

べて見本林は植栽本数も少なく，植栽間隔が広く，林分としてよりも見本樹に準ずるものと考え

た方がよく，集団としての生育状況を論じたものではない。

1．個体の成長

　上賀茂試験地の最大の個体は構内に植えられているP．　elliottiiで，胸高直径71．Ocm，樹高25．Om

に育っている。樹高ではこのP．　elliottiiよりも見本林のP．　massoniana　LAMB．が26．Omに育ち大

きいが，P．　elliOtiiが構内に見本樹として植えられているので，枝張りも大きく，巨大に見える。

さらに，胸高直径62．0㎝，樹高23．Omに育っている構内のP．　elliottiiは試験地内に育っているマ

ツ属の中で2位の巨樹である。毎木調査の結果を示すと表一1のようになる。構内のものは見本

樹で，単木として生育しているが，見本林のものは単木のものに比べれば少しは隣接木との競合

もある程度考えられる。

　毎木調査による各種の最大個体の年平均直径成長量を求めると図一1のように，同様年平均樹

高成長量は図一2のようになる。
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図一1　上賀茂試験地で育っているマツ属の最大個体の年平均胸高直径成長量

　　　　（番号は種類を表している。表一1参照）



92

表一1　上賀茂試験地で育っているマツ属の生育状況

分布地域

軟硬
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　　　　　　胸高直径
生育場所　　平均（最大）

　　　　　　　　（㎝）

　樹　高　　　虫害　着果
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　　（m）　　　状況　状況
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P．PentaPhylla　MAYR

P．parviflera　v．　gtauca

PL　de”sifiara　S．＆　Z．

P．力脚”ξsんα兄梛∫輌sHSIA
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兄’αb煽α㎞元sCARR．
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構　内
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　tt
tt
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I
t
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9．3（17．1）

　　5．0
3．4（4．0）

　42．4
17．5（21．0）

21．8（32．3）

　43．0
10．5（12．2）

　17．1
3．4（7．2）

28．7（40．9）

23．5（33．2）

　20．4

7．66（10．20）　　　　十

　　3．60　　　　－
3．34（3．80）　　　－

　　17．00　　　　十
10．10（11．90）　　　　－

13．45（17．00）　　　　－

　　17．50　　　　－
8．00（8．50）　　　　　－

　　15．00　　　　十
2．88（4．50）　　　　　十十
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0
o
l
◎

◎

o
o
o
◎

o
◎

◎

◎
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24

24

25
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P．strobus　L．

且加”ヵs如鳳αLAMB．

且ctαusa（Champ．）VASEY

P．contσrta　DOUGL．
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P．ゴe］ア鴛ゆGREV．＆BALF．
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れ♪呪nξe4s　LAMB．
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4．6（8．0）
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24．8（34．3）
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16．7（26．6）
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7．63（8．30）　　　　　十
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5．32（6．50）　　　　　十
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兄oツのcahuite　EHRENBERG
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且dura”gensts　MARTINEZ

P．ettgeiMa”n↓i　CARR．

P．enge’manHii　CARR．

P．gregg“ENGEしM．

P．greg96　ENGELM．

れharttU29ti　LINDL．
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且rudis　ENDL．
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25．3（40．0）

12．2（14．8）

　20．7

11．57（13．00）

14．75（18．00）

8．67（10．30）

12．50（13．50）

9．93（13．30）

　　12．00

14．27（20．00）

　　15．5
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P．∫蹴εGRISEBACH

且hatepansts　MILL．
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P㌧∫α7↓c輌ov．　corrsica兄α　LOUD．

P．lartcio　v，paUαSiωua　ENDL．

P，mugo　TURRA

兄mugo　v．　rostrata　HOOP

且nigra　ARN．
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　　6．8
23．8（29．7）

14．6（21．2）

20．7（27．5）

18．3（22．4）

12．O（15．3）

11．36（16．50）

　　6、00
8．83（13．50）

7．09（10．50）

9．45（9．50）

0．65（0．80）

　　2．90
11．6（13．00）

6．60（9．70）

13．97（19．00）

7．50（8．20）

6．60（8．10）

十

十

十

十

十

十

十十十
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◎

O
O
O
O
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◎
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◎

l
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樹齢：＊印は推定，虫害状況はマツクイムシ被害を除く（一：被害なし，＋

着果状況　（一：着果なし，○：着果確認，◎：多量着果）を示す。

軽度な被害，＋＋　中程度の被害，＋＋＋　激度な被害），
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図一2　上賀茂試験地で育っているマツ属の最大個体の年平均樹高成長量

　　　　（番号は種類を表している。表一1参照）

　胸高直径成長量において，年平均で1cmを越えて生育したものは，　P．　ettiotii，　P．　greggii

ENGELM．，　P．　durangensis　MARTINEz，　P．　monisonicola　HAYATA，　P．　massoniana　LAMB．，　R　ayacahuite

EHRENBERG，　P．ξ晒’励McCLELLAND，　P．　engelmannii　CARR．，　P．　clausa（CHAPM．）VAsEY，　P．　patula

ScHL．＆CHAM．，　P．　taedaなどであり，樹高成長量では，60cmより大きく伸長しているものは，

戸．massontαna．　p．　gγegg“，　P．　stγobus，　P．　morrisoniCotα，　P．　e“iottii，　P．　t（redaであった。このような成長

は上賀茂試験地に植栽した25年生のアカマツ（P．densiftora　S．＆Z．，年平均直径成長量0．68cm，

樹高成長量57㎝），クロマツ（P．thunbergii　PARL．，年平均直径成長量0．82cm，樹高成長量60cm）

の優良木の成長量より良いと思われるものである。これらの種は主として北アメリカ大陸東南部

および東南アジア原産のもので，とくに直径，樹高成長ともに優良なものは前者に3種，後者に

2種が含まれる。P．　taeda，　P．　etliottiiはわが国には生育の良い種として早くから導入され各地に

植栽されている種であるが，P．　9Vegg“，　P．　morrisonicotαはそれほど多くは導入されていない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　どハP．　massonianaは後述するが，マツノザイセンチュウに対する抵抗性と，クロマッとの交雑が容
　の
易なことから注目されいる種である。

　反面，北アメリカ大陸西部およびヨーロッパ原産種に，成長の悪い種が多い。とくにP．　pm・

derosa　LAws．，兄∫吻ッi　GREv．＆BALF．，　P．　sY；vestris　L，　P．　hatepensis　MILL．などは生育が不良で，見

本樹の育成も困難な状況である。さらにP．　armandi　FRANCHET，　P．　leoraiensis　S．＆Z．，　P．　pamftora　v．

glauca，　P．　bankSiαna　LAMB．，　P．　contortαDouGL．，　P．　Muricαta　D．　DoNなどもあまり良い成長はしてい

ない。　またP．pmngens　LAMB．，　P．　radiata，　P．　leiOρhYlla　ScH．＆DEppE，　P．　rudis　ENDL．，　P．　nigra　ARN．，

P伽θαL．などは直径成長に比べて樹高成長が悪い。樹齢の増加につれて樹高成長が早く衰えて

きたのかも知れない。



94

（5
）

30

25

頃　20

　15恒

檀

8
　10

5

0

田80．

0

．　　ko

tltio．

echi．

10　　　　　　　20　　　　　　　30　　　　　　　40　　　0 10　　　　20　　　　3e　　　　49　　0

　樹　飴　（年）

8ylv．

10　　　　　　　20　　　　　　　　30　　　　　　　　40

図一3　各種マツの原産地域別にみた胸高直径の成長経過
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図一4　各種マツの原産地域別にみた樹高の成長経過

　風倒木を供試して樹幹解析を行った結果より樹高成長経過，胸高直径成長経過を示すと図一3，

4のようになる。樹幹解析に供した個体は必ずしも種の最大個体ではないので，直接の比較は無

理であるが，図一1および2で成長が良いと判定した各種の成長が良いことがわかる。なお，P．

tabulaeformis　CARR．がアカマツやクロマツ，　P．　massoninnaと比較して遜色ない成長を示している

のは，この供試木が植栽木の最大個体であったためである。アジア原産種ではP．励川〆㎜砧，

P．　massoniaua，アカマツ，クロマツの成長が良く，P．　aimandi，　P．　leoraiensisの成長が悪い。とく

にP．massonianaは樹高，直径成長ともに良い。　アメリカ原産種ではP．　el“ottiiの樹高成長が幼

齢時から良いことが目だつ。　直径成長では，P．　e｛tiotii，　P．　taedaが幼齢時から良く，メキシコ原
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図一5a　各種マツの原産地域別にみた幹材積の成長経過
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図一5b　各種マッの幹材積の年平均

　　　　成長経過

産種のP．durangensisが8－－9年生以後急速に

盛んになっている。P．　echinαta　MILL．もそれほ

どではないが，10年生以後の成長が良い。P．

rigida　MILL．，　P．　m’rginiana　MILL．では幼齢時の成

長に比べて年とともに次第に直径成長が衰えて

いる。P．　mdis　（メキシコ原産），Rradiata，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りP．hαnleSiauaの成長は悪い。なお，　P．　radiataで

は幼齢時苗畑で育てられた個体で，相当に良い

成長を示した例があるが，本種が非常に病虫害

をうけ易く，とくにマッノシンマダラメイガの

被害をうけ易い種であり，見本林の調査個体は

多分，幼齢時に相当の被害をうけたものと考え

られる。見本林で唯一生存している初期植栽の

最大個体は39年で胸高直径25．8cm，樹高11．5m

に達している。直径でP．　echinataに，樹高で，

P．　virginiaua，　P．η♂4αの生育に相当し，病虫害

を比較的免れたものでは，この程度の生育はす
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図一6　各原産地域の代表的なマツの樹幹解析図

るものと考えられる。　ヨーロッパ地域原産種では，P．　massoniaua，　P．　eltiottiiの成長に匹敵する

ような種はなく，P．　nigraはP．　rigida，　P．　virginiauaに似た成長を示しているが，　P．　sytvestrtsの成

長が悪いことが目立っている。

　幹材積成長量の経過を示すと図一5aのようになる。胸高直径，樹高の成長経過でほぼ推察

されるが，P、　tαedα，　P．　elliottii，　P．　massanianaの成長は良い。　P．　tabulaeformis，　P、　durangensisの成

長も良く，前者では図一1，図一2で明らかなように，年平均直径成長で0．98cm，樹高成長で57cm

を示している。後者は直径成長がとくに良く，平均で1．31cmの成長を示しているためで，さらに，

この個体の成長の頭打ちは最近3～4年前から急速に目だち、1990年秋にはほとんど枯死寸前の

状況を示していたためである。この供試木にはマッノマダラカミキリの後食痕が多数みられたの

で伝播されたであろうマッノザイセンチュウの影響も考えられるが，マツノザイセンチュウは確

認しなかった。　図一5bのように，幹材積の年平均成長量はP．　durangensisで樹齢15年頃よりと

くに良く，前述のような危害がなく順調に生育を続ければ，P．　elEottii，　P．　Massoniαmaに匹敵する

ような良い生育をするのではないかと推察される。幹材積の年平均成長量が現状で衰えていない

ものはP．tabul〔veformis，　P、　masscniana，　P、elliottii，　P、　tctedα，クUマツ，　P．　echinata，　P．　Mg7αなどで，

アカマッではやや衰えがみられる。P．　rigida，兄Wg励αηαでは幼齢時から平均した成長経過を示

し，とくにP．　virginianaの見本林は比較的優良な成長を示している。成長の悪い種ではP．　sytves・

trisが目立ち，ついで，　P．　banlesianαの悪さが目立っている。　P．　SY1vestris　v．　rigensisはP．　sylves・

trisに比べて良い成長を示していたが，　P．　taeda，　P．　elliottiiなどの優良グループに比べれば相当に

成長は悪い。なお，この個体は1990年にマツノザイセンチュウの侵入により枯損した。
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　樹幹解析結果の一部を示すと図一6のようになる。クロマツ，P．　eltiottii，　P．　massoniana，の成

長が良く，とくに後2者の成長が良い。P．　SYtvestris，　P．　nigra，　P．　banlesinnaでは前の3種に比べて

悪く，とくに且頭〃θs励sの悪いことは明白である。

2．球果と種子

　上賀茂試験地に植栽されたマッ属の最高樹齢は39年にも達し，初期計画により植栽された多く

の種ではすでに球果が着生し，樹下には更新した稚樹もみられる。1990年に着果状況の調査とと

もに球果を採取し，その大きさ，種子の充実状況を調査した。

　着果状況は表一1に示した通りで，42種（変種を含む）に着果が確認された。そのうち22種

には多量の球果が確認され，すでに正常な着果状況と判断した。P．　armandiや且…s励τobで

は，樹齢は25年を過ぎているが，2～3年前から着果し始めたようで，まだ目立つほど多量の球

果はみられない。

表一2　上賀茂試験地で育っているマツ属の球果の大きさと種子数

分布地域

軟硬　番

松別　号

種 名

　球果の大きさ　　　　　種

長　径　　　短　径　　総種子数

（㎝）　　　（㎝）

子　数

充実種子数充実率

　　　　　　（％）

アジア 軟松類

硬松類

1　Pinusαrmndi　FRANCHET

4P．9γ切Fithii　McCRELLAND

5　1〕Lleoraiensis　S．＆Z．

6　且mOIVisonicota　HAYATA

7p．1胤taPhy｛la　MAYR

9　P．densiflora　S．＆Z．

11　且㎜ss例‘αμαLAMB．

12　P．’αbμ’α4㎞is　CARR．

13　PL　thu”bergii　PARL．

8．9±0．3　　4．5±0．2　　16．3土7．4

12．8±1．4　　2．2±0．6　35．3±14．7

10．6±1．3　　5．8±0．5　　69．7±30．6

11．9±0．3　　3．5土0．4　　2．5±1．5

5．7±0．1　　2．5±0．1　　27．0±10◆5

4．2±0．4　　2．2±0．2　41．4±12．4

6．0土0．3　　3．7±4．4　44．0±17．8

4．6±0．4　　2．6±0．5　40．2±6．2

6．3±0．3　　3．6±O．2　83．1±7．6

1．1±6．8　　28．3

10．7±7．8　　30．3

28．1±17．1　40．3

　0．0　　　－

14．9±6．3　　55．0

37．4土12．1　90．3

33．6±21．4　76．4

7．1±3．1　　17．7

79．9±7．0　　96．2

アメリカ　軟松類

硬松類

14　且monticola　DOUGL．

16　P．s’πp伽sL．

17　P．bα鴛力siana　LAMB．

20且echinαtαMILL．

21　P．¢〃iottii　ENGELM．

26　」巨ρμngens　LAMB．

28れ質gi4αMILL．

29　RtαedαL．

30P．　virginiαua　M［LL，

13．6±1．0

10．1±7．0

5．3±0．2

6．3±0．4

9．6±1．0

7．8±0．4

6．5±0．3

8．4±0．7

5，0±0．8

3．0±0．3　　10．0±2．9

1．8±1．3　33．5±9．4

1．8±0．1　　30．7±12．4

2．3±0．2　　17．5±7．1

4．O±0．4　　4．8±8．3

5．8±0．5　81．8±26．1

3泉8±0．2　　55．3±17．6

3．7±0．5　45．4±15．2

2．2±0．2　44．1±12．7

9．3±3．4

30．4±8．6

9．7±5．9

15．5±7．8

1．1土2．7

68．5±26．4

47．3±19．6

21．3±8．3

38．6±13．2

93．0

90．8

31．6

88．6

22．9

83．7

85．5

33．6

87．5

メキシコ　軟松類

　　　　　硬松類

31　兄4yαταんuite　EHRENBERG

35　」亘ダreggii　ENGELM．

38　1〕しpαtulαSCHL．＆CHAM，

11．5±1．2　　2．4±0．2　　13．0±4．1

9．5±1．3　　3．5±0．2　38．1±11．6

5．4±0．2　　2．7±0．1　　49．8±2．6

7．5±4．2　　57．7

22．2±14．5　58．3

4．0±0．7　　　8．0

ヨーロッパ　軟松類

　　　　　硬松類

40　P．ρance　GRIsEBAcH

47　且nigra　ARN．

49　且少inaster　A［T．

51　且SYtvestris　L．

14．0±2．5　　2．5±0．3　　12．7±5．8

5．2±0．5　　2．3±0．2　21．9±6．7

11．0土1．1　　5．8±0．3　67．6±23．8

4．3±O．4　　2．4±0．3　21．2±11．5

3．6土2．4　　28．4

16．7±5．8　　76．3

49．1±18．6　72．7

0．2±0．8　　0．8
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　採取した各種それぞれ20球果について，その大きさおよび充実種子を調査した結果を表一2に

示す。P．・monisonocolaにはまだ充実種子はみられなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　オの　上賀茂試験地で実った球果をSHAWが示している原産地での球果の大きさと比較したのが図

一 7である。点線はSHAWの示した球果の長径の平均値の±20％の範囲を示している。
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図一7　各種マツの原産地域と上賀茂試験地で生産された球果の長

　　　径比較
　　　　（番号は種類を表している。表一2参照）

　P．morn’sanicolaの球果が原産地より長く，　P．　monticola，　P．　grtffithii，　P．　strobscs，　P．　aYcveah“ite，

P．　Patulaの球果の長さが短かった。また，　P．　Peteceでやや長く，P．　tabulaeforvnis，　P．　Ptnasterでや

や短かったが，その他の種の球果はほぼ原産地のものと大差ないものと思われる。

　1球果あたりの胚珠数と種子数の関係を示したのが図一8である。総胚珠数に対する総種子
　ロけ
数が多かったのは，クロマツ，P．　leoraienSis，　P．　pmtaPhyllaで，ついでP．　griffith“，　P．　strobus，　P．

massoniaua，アカマツ，　P．　tabuittei（mnis，　P．　P”ngens．　P．　rigida、　P．　piuaSteγ、　P．　Sirginianaで，　P．　tabu一

laefonnis，　P．　griffith“を除いて充実率も高く，1球果あたり多くの種子が実っている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P．　morrisωnicola，　P．　m（mticota，　P．　Peuce，
　　100

80

頃60

■
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　e　　O　　　　　100　　　　　200　　　　　30e

　　　　　　　総　胚　珠　数

図一8　各種マツの1球果当りの総胚珠数

　　　に対する総種子数の関係
　（番号は種類を表している。表一2参照）

P．ayacahuite，　P．　eltiottii，　P．　echinataの6種では胚

珠の崩壊が激しく，1球果当りの総胚珠数の10％

も種子が形成されていない。さらに20％未満の6

種を加えて，球果は実ったが，種子の充実にはさ

らに樹齢が加わる必要があると思われる。

　充実種子が得られたのは，表一2の25種に加え

てP．clausa，　P．　muricata，　P．　radiatαの3種の計28

種である。多くの種子が得られた種では100粒を，

それ以下の種では得られた総種子を供試し，1991

年5月15～20日に播種し，8月上旬までの発芽を

調査したところ，P．　monticotαおよびP．　leoraiensis

を除く26種が発芽した。P．　leoraiensisの種子は種

皮が厚くて吸水が遅く発芽が遅れることを考える
　ゆと，この調査期間では発芽が0であることも
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表一3　各種マッの発芽状況

発芽率

0％ ～ 20％ ～ 40％ ～ 60％ 一一 80％ ～ 100％

P．leoraiensis

P、emntticola

P．echinata

P．amtandi

P．♪entaPhUa

P．　patula

P．muγicata

P．clausa

P、peuce

且grtffithii

P．tabuiaefomnis

P．ayacahuite

P．　Ptuaster

P、pmngens

P，radiota

且taeda

P．elliOtt“

P．わanlesiana

P．擁㎎噺川αηα

P．strobUs

P．nigra

P．97竜9寮

且仇μ袖θ角9“

P．　densif　IOra

P．rnassomlαna

P．rigida

　この発芽試験に用いた種子は精選したものであり，シイナ種子の大部分は除かれている。播種床は植木鉢

に腐葉土と砂を混合したものを用い，温室内に設置した。潅水等の管理は特別には行われなかった。播種は

5月16－－20日に行い，発芽調査は播種後約80日後の8月7日に打ち切った。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆやむを得ない。本種の発芽能を否定するのではなく，これまでに発芽した記録はあり，本調

査の種子も発芽力を持っているものと考えたい。

　80％以上の発芽率を示したものは3種で，とくに兄旭4αでは100粒中95粒が播種から21日で

発芽し終った。また，P．　ayacahuite，　P伽αs蹴Pρ脇ξθηsでは発芽勢が弱く，播種から50数日間

徐々に発芽を続けている。表一3にみられる発芽率の低い種も，今後個体の生育につれて，次第

に多くの充実種子が得られ，また発芽率も良くなるものと考えたい。

3．生育に影響を与える諸危害

　成長の良い種や個体でも，病虫害，気象害など，受ける諸危害によっては植栽木の生育が悪く

なる。上賀茂試験地においても例外ではなく，個々の持っている良い成長も，それら危害によっ

ては生育が悪くなる種がある。現在までに諸危害で目立った事故と，その危害をうけた種の生育

状況は次のとおりである。

　3－1．　マツノザイセンチュウに対する抵抗性

　マツノザイセンチュウ（Bursαphelαnchus　xyloPhitus　STEiNER＆BuHRER）に対するマツ属の抵抗

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エヨハ　　　　　　　　　　　　　　　　ロ性については，これまでに接種試験や，枯死状況の調査など多くの報告があり，ある程度の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オリ結論は得られている。上賀茂試験地におけるマツ枯れ状況は恒常発生型であるが，最近次第に

枯損量が多くなり，1991年の枯れは前年の約2倍に達している。上賀茂試験地にみられる現状は

次のようである。

　A）抵抗性が強い種

これまでにマツノザイセンチュウによって枯れなかった種はP．elliottii．　P、taeda，　P、　pαtustris，

P．echinata，　P．　virginiana，　P．　Pungens，　R　m（nVisoniColaの8種である。しかし，これらの種で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆP．　elliottii，　P．　taedaは白浜試験地において枯損が確認され，　P餌μs励sの枯損も確認されている　。

これらの種はP．励msω碗01αを除いてすべてアメリカ原産種である。　なお，　P．　fennetiαuaは現

在健全であるが，植栽後数年でまだ判定は困難である。　さらにP．　pmtaPhylla，　R　clausaは健全

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロンに育っている。なお，P．　rigidaには枯死個体がみられるが，接種試験で強抵抗性は確認されて

いる。

　B）抵抗性が弱い種

　クロマツがマツノザイセンチュウに弱いことは周知の事実であるが，RMuricαta，　P．　radiata，
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且伽αs協，P．　nigra，　P．　sy；vestris，　R　leoraiensisの各種も植栽木の多くが被害をうけている。とくに

P．radiata，　P．〃muricαtα，　P綱〃θs励s，　P．　leoraiensisで枯損は激しく，見本林の多数が枯れ，その維持

も困難な現状である。

　C）抵抗性のやや強い種

　アジア原産種ではRmassoniaua，　P．　bungeaua，　P．　gnTfithii，　p．　hwαngshαnensis，　p．　tabulaefOimis

で，アメリカ原産種はP．m（mticola，　P．　strobus，　P．　banksiana，メキシコ原産種はP．　ayacahuite，　P．

durangensis，　P．　engelmannii，　P．　gveg9“，　 P．　Pαtttla，　P．　radis，ヨーロッパ原産種はP．　Pezace，　

P．　pineaで

ある。これらのうち，兄館g顧，P．　mdisは白浜試験地で次に述べるやや弱い種に含まれる程の

被害をうけている。また，P．　monticola，ρ餌μ1α，　P．　Pe”ceではこれまでに1本しか枯れていない。

さらにP．strobusは1991年にはじめて枯損木がみられた種である。　なお，　P．　massonianaは一般

に考えられている程の対マツノザイセンチュウ抵抗性はみられない。本種はクロマッとの交雑が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きひ　め容易で，マツノザイセンチュウ抵抗性をもF1雑種が受け継ぐので　，マッ枯れ地域における後

継樹として注目されているが，反面マッモグリカイガラムシ（Matsucoccus　matsumurae
　　　　　ユロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の（KuwANA）），マツバノタマバエ（Thecodiplosis　」αp｛ynensis　UcHIDA　et　INouYE）に感受性であるこ

とも引き継がれ，このマイナス要因が大きな欠点となっている。P．　tabulaeformisも同様にクロマ

　　　　　　　　　　　　のッと容易に交雑可能で，このF1雑種の方が利用価値が高いかも知れない。しかし，　P．
　　　　　　ユぶtabulaeformisが原産地の中国で，マツモグリカイガラムシの被害を相当に激しく受けているよ

うで，この点は十分に考慮する必要がある。しかし，現状ではP．thunbergii×P．　massoniana　Fi

　　　　　　　　　　　　　　エロ雑種ほどの被害は受けていない。

　D）抵抗性のやや弱い種

　表一4のうち，以上3グループに入らなかった種が含まれる。とくにP．armandi，　P．　aYαcah－

uite　v．　brach）iPteraでは最近2－一　3年の枯損が目立ってきている。　今後の経過には注意を払う必

要がある。

　3－2．虫害

　マッ属には多くの害虫類が存在している。現在上賀茂試験地のマツ属で目立っている虫害はマ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆッモグリカイガラムシ，マツバノタマバエ，マツノシンマダラメイガである。

　　　　　　　　　　　　　　ルか　A）マツモグリカイガラムシ　　（Matsucoccus〃mαtsumurae（KUWANA））

　本害虫の被害をうけて樹体が湾曲している種はP．massoninna，　P．　tabulaeformis，　P．んwang－

shanenSisである。とくにP．　massoniauaは本害虫の激害をうけている。もし本害虫の加害を回避

できれば，図一1，2にみられるように上賀茂試験地の優良生育種の一つにあげられるが，その

見本林の個体が植栽後10数年頃から湾曲し，次々と枯れている。
　　　　　　　　　　　　ユの　B）マツバノタマバエ　（Thecodiptosis　」’aponensis　UcHIDA　et　INouYE）

　　　　　　　　　フゆ　本種はCR［TCHF［ELDが分類したSytvestres亜節に含まれる種を加害することが確認されている。

P．　massoniana，　P．励μ鋤㎞isの被害が目立っている。

　　　　　　　　　　　　　　り　C）マツノシンマダラメイガ（Dioryctria　sPlendidella　S．－H．）

　P．ρtnαsteTやP．励鋤αが樹幹，梢端部に被害をうけ幹折れ，枝抜けがみられる。その他

P．　massoniαna，　P．　ayacahuite　v．　b蹴励rθ抱，　P．　halePensis，　P．　nigra，　P．　Ptneα，　P．　sylvestris，　P．　griffi　thii，

P．　durangensis，　P．　PonderOSαなどにも被害がみられる。

　D）その他
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユラ　マツカレハ（Dendrotitnus　sPectabUis　BUTLER）は現在，上賀茂試験地ではほとんどみられない

ほど生息していない。マツノキハバチ（HeodipriCn　sertifeγ　GEAFFRoY）が1986年にP．　hwang・

shanensisの針葉を食害したが1回限りであった。
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　3－3．冬期の低温

　マッ属には，東南アジアやアメリカ大陸の低緯度地帯に原産する種もあり，上賀茂試験地の冬

の低温（平年の最低気温は一3～－8℃）に耐えられない種がある。これらの種は加温していな

いガラス室で育てている。ガラス室の大きさに制限があり，伸びすぎた個体は上部を切断しなけ

ればならず，成長量を求めることはできない。

　ガラス室で育てている種は，P．　canariensis　SM［TH，　P．　cαrtbαeαMoRELET　v．　hondurensis，　p．　coopari，

P．donglasiana　MARTINEz，　P．∫砲θ励s　KoMARov，　P．　gerardiana　WALL．，　P．　herrerai　MART．，　P．　fehasya

RoYLE，　P．　lawsonii　RoEzL，　P．　MaκiMartinezii　RzEDwsKI，　P．　merfesii　DE　VR［EsE，　P．　michoacaua　MARTINEz，

P．oocarPa　ScHIEDE，　P．　psend　ostrobuS　LINDL．，　P．　reSinOsαAIT．，　P．掬κ㌦㎎ん商SARG．，　P．　teocote　ScHL．＆

CHAM．の17種である。なお，　P．　resinosaは原産地の緯度からでは上賀茂試験地の野外でも育たね

ばならないが，過去に幾度試みても育たなかった。現在はガラス室で上賀茂試験地で育った最大

の個体（樹高5m）になっている。また，　P．　gerardiana，　P．　roxburghiiも同様の理由でガラス室で

育てている。

4．総括

　上賀茂試験地に育てられているマッ属の現状について述べてきたが，現在までの生育状況を総

合的に判断すると，

　4－1．生育の良好な種

　在来種のアカマツ，クロマッと比較して生育の良好と考えられる種はP．elliottii，　P．　taeda，　P．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りstrobusである。　P．　masson伽αは成長は良いが，幼齢時のマツノシンマダラメイガ，植栽後10数

　　　　　　　　　　　　　　　　ぴ年以後のマツモグリカイガラムシによる被害のために大きな打撃をうけている。マッモグリ

カイガラムシによって樹体湾曲被害を受けた個体がマツノザイセンチュウの侵入によって枯死が

早められるような傾向もみられ，P．　massonianaの今後の生育には赤信号がともっている。

　4－2．比較的生育の良好な種

　本グループにはマツノザイセンチュウに抵抗性を示す各種を加えたい。P．　Paiustris，　P．　rigida，

P．virginiaua，　P．　echiuatα，　P．　Pungens，　P．　ctazasaなどのアメリカ原産種，アジア原産種のP．

rkorvisoniColα，メキシコ原産種のP．　greggii，　P、　Patuta，ヨーロッパ原産種のP．餌泌εなどが含まれ

る。

　4－3．生育の悪い種

　前述のマツノザイセンチュウに対し抵抗性の弱い種はここに含まれる。さらに，P．　contorta，　P．

∫功％ガ，兄ρ微鋤osα，　P．　hαlePensisなども明かな原因は不明であるが，上賀茂試験地では生育が悪

く，見本樹，見本林の各個体は次々と衰弱している。

あ　と　が　き

　上賀茂試験地に植栽されている51種のマツについて，現在の生育状況を調査した結果，在来種

のアカマツ，クロマツよりも良い生育を示しているものはP．　eltiottiiなど2，3種に過ぎなかっ

た。しかし，植栽地の土壌が相当に痩せているので，もう少し良い土壌環境に植栽すれば，次位

の各種もある程度のよい生育を示す可能性は期待されよう。さらに，すでに28種に種子が実り，

後継樹の育成が可能であることが確認できた。上賀茂試験地においては，これらの自力生産によ

る材料によって，さらにマツ属に関する諸研究を発展させたい。
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Plate　l

畷

d
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Plate　I

　　1．

　　2．

　　3．

　　4．

　　5．

　　6．

　　7．

　　8．

　　9．

上賀茂試験地に育つマツ属

Pinus　elli・ttii　ENGELM．（構内，樹齢38年，胸高直径71cm，樹高25．00　m）

P．palustris　ENGELM．（構内，樹齢50年，胸高直径51．4cm，樹高19．25　m）

P，ctaMsα（CHAMP、）VAsEY（構内，樹齢37年，胸高直径40．Ocm，樹高19．50m）

P．ραtula　ScHし＆CHAM．（見本林，樹齢38年，胸高直径40．Ocm，樹高12．10m）

P．ptneαL．（見本林，樹齢39年，胸高直径19．4cm，樹高8．20　m）

P．　durαngensis　MART【NEz（見本林，樹齢27年，胸高直径33．9cm，樹高12．00　m）

P．　pcrvtderOSαLAws．（構内，樹齢38年，胸高直径34．Ocm，樹高12．10m）

P．nigra　ARN．（見本林，樹齢38年，胸高直径27．7cm，樹高13．00　m）

P．syLvestris　L．（見本林，樹齢36年，胸高直径15．3cm，樹高8．10m）　　この個体

は1991年11月マツノザイセンチュウにより枯死した
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Plate　II

Plate　II

　　　　l．

　　　　3．

　　　　5．

　　　　7．

　　　　9．

　　　11．

上賀茂試験地で結実したマツ属の球果

Pinus　pmngens　LAMB．

P．manticota　DOUGL．

P．pinαsteγAIT．

P．9γeg9商ENGELM，

P．Morris（micola　HAYATA

P．c彦αusα（CHAMP．）VASEY

2．

4．

6．

8．

10．

12．

p．radiαta　D．DON

P．Pa｛itstris　M［LL．

P．taeda　L．

P．αrmαndi　FRANCHET

P，ρα㍑」αSCHL．＆CHAM．

P．griffithii　McCRELLAND


